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２年修学旅行 フィールドワーク 
 

 

１ 目的 
２学年の課題研究は、社会課題の調査・分析を

行った上でアイデアを考え、解決方法を開発し

て、社会実装を目指して、取り組んでいる。修学

旅行では、学校生活とは異なり、街中を周り、さ

まざまな場所を訪れる。その街中（観光地中心で

はあるが）で、①「あまり気づかれていない課題」

を見つけたり、②「興味深い解決策」を考えるこ

とで、生徒の課題を発見あるいは解決手法を模索

する能力・資質の向上を目的とした。 

２ 概要 
（１）方法 

生徒は４～６人のグループに分かれて、修学

旅行期間中に①「あまり気づかれていない課

題」または②「興味深い解決策」に関する写真

を撮影し、140 字以内の文とともに、グーグル

スライド 1 枚にまとめて、提出した。 

（２）対象 

２学年生徒（修学旅行のグループごとに実施） 

（３）場所（修学旅行の方面） 

広島・兵庫・大阪・京都 

（４）日程 

修学旅行期間（11 月 4 日（月）～7 日（金） 

（５）内容 

 SSH（フィールドワーク）担当職員が、各グ

ループで作成したスライドを選考して、最優秀

賞１グループ、優秀賞２グループを選出した。

課題研究の時間において、２学年生徒に作品を

紹介し、表彰式を行った。 

（６）優秀作品紹介 

〇最優秀賞（２年２組８班） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇優秀賞（２年３組９班） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇優秀賞（２年５組６班） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 成果と課題 

  本校ではここ数年間、歴史的・文化的遺産に

接することにより、日本の伝統文化や平和の意

味について真摯に考察し、社会に向けた自己の

視野を広げることを目的に、広島や関西方面へ

の修学旅行を実施してきた。しかし、観光地を

回ることだけではもったいないと考え、そのよ

うな目的だけでなく、探究的な視点をもたせる

意味で、「フィールドワーク」を４年前から実施

している。 

  生徒たちは、修学旅行本来の目的を達成しな

がら、探究的な視点で街中を観察している。生

徒にとっては、生活圏ではない地域を色々な角

度から見ることで、社会の在り方を考える機会

となっている。また、情報収集能力や情報処理

能力の向上に繋がったと考えている。フィール

ドワークを探究の質の向上につなげていくこ

とが課題である。 

 
 
 
 


